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特別企画

　近代セールス社は、スマホ学習システムの完成記念
セミナー『マイクロラーニングの効果と「まなびゲー
ト」の活用法（in東京）』を10月11日に開いた。
　デジタル革命によって学習スタイルが多様化する
中、金融機関の人事・教育担当者も新たな教育システ
ムを模索している。マイクロラーニングは人材育成に
どんな効果をもたらすのか――、識者や「まなびゲー
ト」開発担当者によるセミナーでの講演内容を紹介す
る。

マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
と

「
ま
な
び
ゲ
ー
ト
」の
活
用
法

●
セ
ミ
ナ
ー
レ
ポ
ー
ト
●
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わ
っ
て
き
た
関
口
氏
が
、
世
界
各
国

で
集
め
た
生
の
情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に

織
り
交
ぜ
た
本
講
演
。
２
０
１
０
年

代
半
ば
か
ら
始
ま
っ
た
デ
ジ
タ
ル
革

命
を
生
き
抜
く
た
め
に
企
業
経
営
・

人
材
育
成
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
示

唆
に
富
む
内
容
が
語
ら
れ
た
。

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
日
本

で
は
「
Ｄ
Ｘ
」
と
呼
ぶ
場
合
が
多
い

が
、
海
外
で
は
デ
ー
タ
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
意
味
も
含
め
て
「
Ｄ
Ｔ
革
命
」
と

い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
革
命
な
の
か
。

　

１
９
９
０
年
代
半
ば
に
起
こ
っ
た

Ｉ
Ｔ
革
命
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

登
場
と
と
も
に
、
サ
イ
バ
ー
空
間
・

ネ
ッ
ト
空
間
に
生
ま
れ
た
変
化
だ
っ

た
。
一
方
、
２
０
１
０
年
代
半
ば
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
Ｄ
Ｔ
革
命
は
、
ド

ロ
ー
ン
や
自
動
運
転
車
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
に
よ
っ
て
、
現
実
空
間
に
大
き
な

ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
変
革
を

表
す
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

デ

　

ス
マ
ホ
学
習
シ
ス
テ
ム
完
成
記
念

セ
ミ
ナ
ー
の
第
１
部
で
は
「
デ
ジ
タ

ル
革
命
は
何
を
引
き
起
こ
す
か
!?
」

を
テ
ー
マ
に
、
Ｍ
Ｍ
総
研
代
表
取
締

役
所
長
の
関
口
和
一
氏
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

新
聞
記
者
と
し
て
長
年
取
材
に
携

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

こ
の
Ｄ
Ｔ
革
命
を
促
し
て
い
る
の

は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
は
じ
め
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
５

Ｇ
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
や
セ
ン
サ

ー
技
術
、
Ａ
Ｒ
や
Ｖ
Ｒ
と
い
っ
た

様
々
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
だ
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
技
術
は
、
新
し

い
市
場
を
創
出
す
る
。
か
つ
て
は
、

航
海
技
術
の
進
化
に
よ
っ
て
新
大
陸

が
発
見
さ
れ
国
際
交
易
が
始
ま
り
、

電
気
の
発
明
に
よ
っ
て
日
没
後
の
ビ

ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
、
自
動
車
・
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
に
よ
っ
て

郊
外
型
の
市
場
が
広
が
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
っ
て
場
所
を

問
わ
ず
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
買
い
物
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
―
―
。

企
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

社
会
的
価
値
の
創
造
に

　

今
般
の
Ｄ
Ｔ
革
命
に
お
い
て
は
、

特
に
「
家
電
、
映
像
、
車
、
サ
ー
ビ

「
デ
ジ
タ
ル
革
命
は
何
を
引
き
起
こ
す
か
!?
」

Ｍ
Ｍ
総
研
代
表
取
締
役
所
長

元
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員

関
口
和
一

若
手
の
才
能
を
伸
ば
し
・
活
か
す
こ
と
が

Ｄ
Ｔ
革
命
を
生
き
抜
く
カ
ギ
と
な
る

第
１
部
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特別企画

画
一
的
な
板
書
教
育
か
ら

マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ

　

90
年
代
に
は
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い

た
世
界
に
お
け
る
日
本
の
競
争
力
だ

が
、
現
在
は
30
位
ま
で
後
退
し
て
い

る
。
か
つ
て
の
日
本
の
競
争
力
は
、

「
暗
黙
知
」（
経
験
や
勘
に
基
づ
い
た

知
識
）
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
単
一
民
族
性
を
背
景
と
し
た

「
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
」
に
よ
っ
て
、
熟
練

者
の
経
験
に
基
づ
く
知
見
・
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
を
共
有
で
き
る
と
こ
ろ
に
強

み
が
あ
っ
た
わ
け
だ
。

　

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
い
、
暗
黙
知
や
阿
吽
の

呼
吸
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｔ
革
命
時
代
に
企
業
が
競
争
力
を

維
持
す
る
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
知
見
を
蓄
積
し
、

皆
が
活
用
で
き
る
組
織
づ
く
り
が
不

可
欠
と
な
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
一
瞬
で
デ

ー
タ
を
共
有
で
き
る
い
ま
、
指
揮
命

令
系
統
に
基
づ
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の

組
織
は
必
要
な
い
。
ま
た
、
暗
黙
知

の
下
で
は
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
て
い
る
人
の
管
理
（
労
務
管
理
）

が
大
切
だ
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
の
組
織
で
求
め
ら
れ
る
の
は
ナ
レ

ッ
ジ
管
理
だ
。

　

人
材
育
成
に
お
い
て
も
、
集
合
研

修
に
よ
る
画
一
的
な
板
書
教
育
で
は

な
く
、
各
自
が
空
き
時
間
に
必
要
に

応
じ
て
勉
強
で
き
る
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー

ニ
ン
グ
が
重
要
に
な
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
の
世

界
を
一
番
知
っ
て
い
る
の
は
若
い
世

代
で
あ
る
。
若
手
人
材
の
才
能
を
伸

ば
し
、
活
か
せ
る
環
境
の
整
備
が
強

く
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

●

ス
、
金
融
」
と
い
う
５
分
野
の
市
場

に
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。

　

例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
は
、

Ａ
Ｉ
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
れ
を

つ
な
ぐ
イ
ン
フ
ラ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
に
よ
っ

て
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
が
台

頭
。
車
を
１
台
も
持
た
な
い
配
車
会

社
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
ウ
ー
バ
ー
）
の
時
価

総
額
が
、
実
際
に
車
を
提
供
し
て
い

る
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
超
え
る
、
客
室
を
一
室

も
持
た
な
い
客
室
予
約
チ
ェ
ー
ン
Ａ

ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
（
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ

ー
）
の
時
価
総
額
が
、
世
界
最
大
の

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
マ
リ
オ
ッ

ト
を
超
え
る
―
―
な
ど
、
企
業
価
値

に
逆
転
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
す
る
新
し
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
新
し

い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
し
て
い
く
Ｄ

Ｔ
革
命
の
中
、
企
業
や
人
材
教
育
の

現
場
に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
企
業
に
と
っ
て
最
大
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
メ

イ
キ
ン
グ
（
利
益
の
追
求
）
で
あ
っ

た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
達
成
を
掲
げ
る
企
業
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
社
会

的
価
値
の
創
造
へ
と
置
き
換
わ
り
つ

つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の
進
展
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
企
業
価
値
の
逆
転
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
Ｄ
Ｔ
革
命
は
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
に
「
占
有
か
ら
共
有

へ
」「
所
有
か
ら
利
用
へ
」
と
い
う

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
も
引
き
起
こ
し

て
い
る
。
企
業
経
営
者
と
し
て
も
単

に
他
社
と
競
争
す
る
の
で
は
な
く
、

お
互
い
の
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）
を
持

ち
合
い
、
協
業
・
連
携
す
る
形
が
重

要
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

せきぐち・わいち
1982年一橋大学法学部卒、日本経
済新聞社入社。89年英文日経キャ
ップ。90年から94年までワシント
ン特派員。産業部電機キャップを経
て96年より2019年まで24年にわ
たり編集委員を務めた。2000年か
ら15年間は論説委員として主に情
報通信分野の社説を執筆。2019年
㈱MM総研代表取締役所長就任。
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イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
だ
。

　

マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
教

育
研
修
分
野
に
お
け
る
新
た
な
学
習

メ
ソ
ッ
ド
で
、
特
に
金
融
・
製
薬
・

Ｉ
Ｔ
業
界
な
ど
、
高
い
専
門
知
識
・

ス
キ
ル
を
要
す
る
営
業
担
当
者
向
け

に
導
入
が
広
が
っ
て
い
る
。
２
０
１

を
活
用
し
、
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
テ
ン
ツ

に
よ
り
知
識
や
行
動
を
定
着
さ
せ
る

手
法
」
と
定
義
し
て
い
る
。
マ
イ
ク

ロ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
、
知
識
や
ス
キ

ル
を
細
分
化
し
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化

し
た
も
の
。
そ
れ
ら
を
学
習
ラ
イ
ブ

ラ
リ
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
ま
と

め
て
お
く
こ
と
で
、
学
習
者
は
自
分

の
必
要
な
と
き
に
・
自
分
に
必
要
な

Ｌ
Ｃ
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

Ｍ

　

セ
ミ
ナ
ー
第
２
部
で
は
、
サ
イ
コ

ム
・
ブ
レ
イ
ン
ズ
株
式
会
社
の
川
口

泰
司
氏
が
登
壇
。
講
演
テ
ー
マ
は
今

夏
に
日
本
経
済
新
聞
１
面
の
コ
ラ
ム

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
同
記
事
内
で

「
時
代
の
変
化
に
則
し
た
学
び
の
ス

タ
イ
ル
」
と
川
口
氏
が
称
し
た
「
マ

コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。
こ
れ
が
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
基
本
的
な
概
念
だ
。

「
個
人
が
主
役
に
な
る
」の
が

マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
登
場
と

浸
透
の
背
景
に
は
大
き
く
２
つ
の
要

素
が
あ
る
。
１
つ
は
技
術
革
新
が
知

識
・
行
動
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
を

進
め
た
と
と
も
に
、
そ
こ
へ
い
つ
で

も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
状

態
が
我
々
の
日
常
に
な
っ
た
こ
と
。

　

２
つ
目
は
、
従
来
型
の
教
育
の
変

質
だ
。
近
年
、
大
学
等
で
は
講
師
が

一
方
的
に
知
恵
を
授
け
る
形
に
代

え
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
自
主
的
リ
サ
ー
チ
の
比
重
が
高
ま

っ
て
お
り
、
主
体
的
な
学
び
に
適
応

す
る
若
年
層
が
増
え
て
い
る
。
一
方

通
行
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
型
学
習
の
有
効
性

が
薄
れ
て
き
て
い
て
、
そ
の
対
極
と

な
る
の
が
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

「
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
サ
イ
コ
ム
・
ブ
レ
イ
ン
ズ

株
式
会
社 

取
締
役

川
口
泰
司

個
人
へ
の
最
適
化
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

最
大
化
を
実
現
す
る
新
た
な
学
習
手
法

８
年
に
発
足
し
た
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ

ン
グ
コ
ン
ソ
シ
ア
ム
（
Ｍ
Ｌ
Ｃ
）
の

代
表
理
事
も
務
め
る
川
口
氏
か
ら
、

「
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
マ
イ
ク
ロ

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
と
題

し
、
そ
の
概
要
や
実
践
・
活
用
法
な

ど
が
語
ら
れ
た
。

第
２
部
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特別企画

を
身
に
付
け
た
い
場
合
、
そ
の
習
得

に
欠
か
せ
な
い
行
動
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
「
メ
リ
ッ
ト
の
整
理
」「
反
論
へ

の
対
応
」
と
い
っ
た
要
素
が
複
数
思

い
浮
か
ぶ
。
深
掘
り
す
れ
ば
、
そ
の

行
動
を
起
こ
す
の
に
必
要
な
「
オ
ー

プ
ン
／
ク
ロ
ー
ズ
ド
質
問
」「
相
手

に
共
感
す
る
力
」
と
い
っ
た
細
か
な

ス
キ
ル
が
必
要
だ
と
気
付
く
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
テ
ー
マ
を
細
分
化

す
れ
ば
、
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
は
際
限

な
く
作
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

あ
る
国
内
製
薬
会
社
の
Ｍ
Ｒ
（
医

師
と
折
衝
す
る
営
業
担
当
者
）
向
け

の
事
例
で
は
、「
毎
朝
３
問
、
商
品

知
識
ク
イ
ズ
に
答
え
る
」
と
決
め
、

継
続
的
に
学
習
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル
を

採
用
。
習
慣
化
し
た
こ
と
か
ら
自
発

的
な
復
習
が
進
ん
だ
。
結
果
、
飛
躍

的
に
営
業
成
績
が
向
上
し
た
。「
学

習
コ
ン
テ
ン
ツ
が
小
さ
く
負
担
が
な

い
」
と
い
う
学
習
者
の
声
と
合
わ
せ

て
、「
学
習
行
動
が
蓄
積
さ
れ
て
い

く
の
で
人
事
評
価
に
つ
な
げ
や
す

い
」
と
、
企
業
側
か
ら
も
メ
リ
ッ
ト

を
実
感
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

学
習
者
で
あ
る
個
人
か
ら
す
れ

ば
、
自
分
が
学
び
た
い
分
野
の
、
小

単
位
の
継
続
し
や
す
い
学
習
で
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
せ
る
。
導
入
す
る

企
業
に
と
っ
て
は
、
従
業
員
の
意

識
・
行
動
の
定
着
化
促
進
、
教
育
研

修
に
お
け
る
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
改
善
と
生
産
性
向
上
、
ひ
い
て

は
業
績
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
―
―
。

　

マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
世
界
市

場
規
模
は
、
現
在
の
１
５
０
億
ド
ル

か
ら
24
年
に
は
２
７
０
億
ド
ル
に
も

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｔ
革

命
の
ス
ピ
ー
ド
に
乗
じ
、
国
内
で
も

急
速
に
広
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
●

位
置
付
け
と
い
え
る
。

　

た
だ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
周
知
・
運
用
さ

れ
て
い
る
。
加
え
て
、
集
合
研
修
な

ど
の
従
来
型
の
オ
フ
ラ
イ
ン
学
習
に

し
か
な
い
意
義
は
変
わ
ら
な
い
。
な

ぜ
そ
れ
ら
に
加
え
て
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー

ニ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　

マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
本
質
は

個
人
が
主
役
と
な
る
こ
と
に
あ
る
。

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
を
体
系
的
に
、

１
か
ら
順
に
時
間
を
か
け
て
学
ぶ
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
違
い
、
テ
ー
マ
を

問
わ
ず
、
順
序
を
気
に
せ
ず
必
要
な

細
目
だ
け
を
短
時
間
で
学
べ
る
の
が

マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
メ
リ
ッ
ト

だ
。
ま
た
Ｐ
Ｃ
前
で
の
学
習
が
必
須

の
前
者
と
異
な
り
、
ス
マ
ホ
で
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
手
軽
に
学
べ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
学
習
者
＝
個
人
に
合

わ
せ
た
学
び
を
適
時
適
切
に
供
給
で

き
る
こ
と
が
、
教
育
研
修
の
個
人
へ

の
最
適
化
、
そ
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
最
大
化
を
実
現
す
る
。

　

当
然
、
初
め
て
学
ぶ
分
野
な
ど
で

は
集
合
研
修
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
強

み
が
あ
る
。
そ
こ
で
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー

ニ
ン
グ
は
組
入
れ
方
が
重
要
に
な

る
。
例
え
ば
、
従
来
型
の
学
び
を
入

口
に
、
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
知

識
・
行
動
を
反
復
・
定
着
さ
せ
、
動

機
付
け
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交
換
と
い
っ

た
オ
フ
ラ
イ
ン
活
動
で
補
完
す
る
。

こ
う
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
教
育

研
修
が
普
及
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

学
習
者
に
も
導
入
企
業
に
も

効
果
の
大
き
い
メ
ソ
ッ
ド

　

マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
中
身
は

ど
う
作
る
か
。
例
え
ば
「
提
案
力
」

かわぐち・やすし
サイコム・ブレインズ㈱取締役最高
デジタル責任者、マイクロラーニン
グコンソシアム代表理事。アップル
コンピュータ等を経て1997年に独
立、eラーニング事業でメガバンク、
自動車メーカー等へオンライン教育
プログラムを開発。現在は教育研修
のICT化や、マイクロラーニングの
第一人者として講演活動も行う。
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ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

シ
ス
テ
ム
『
ま
な
び
ゲ
ー
ト
』
は
、

「
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し

て
、
自
ら
学
ぶ
金
融
機
関
を
実
現
す

る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
２

つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
柱
と
す
る
学
習
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

１
つ
目
が
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
学
習

サ
ー
ビ
ス
「
講
座
」。
も
う
１
つ
が

営
業
推
進
に
役
立
つ
デ
ジ
タ
ル
資
料

集
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
で
あ
る
（
図
表

１
）。

代
セ
ー
ル
ス
社
が
開
発
し

た
、
金
融
機
関
向
け
マ
イ
ク

近

に
―
―
。
こ
れ
に
合
格
す
る
と
晴
れ

て
修
了
証
が
発
行
さ
れ
る
。

　

10
月
現
在
、
ま
な
び
ゲ
ー
ト
の

「
講
座
」
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

新
規
融
資
開
拓
、
預
か
り
資
産
セ
ー

ル
ス
と
い
う
分
野
で
合
計
10
講
座
１

０
０
本
の
動
画
が
公
開
さ
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
後
も
順
次
コ
ン

テ
ン
ツ
を
追
加
し
て
い
く
予
定
。
融

資
、
預
か
り
資
産
、
銀
行
実
務
と
い

う
基
本
分
野
を
拡
充
し
て
い
く
と
と

も
に
、
働
き
方
改
革
や
取
引
時
確
認

「
ま
な
び
ゲ
ー
ト
の
シ
ス
テ
ム
概
要
と
活
用
法
」
株
式
会
社
近
代
セ
ー
ル
ス
社
デ
ジ
タ
ル
事
業
推
進
室

　

金
融
機
関
向
け
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ

ン
グ
型
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
シ
ス
テ
ム

『
ま
な
び
ゲ
ー
ト
』。
セ
ミ
ナ
ー
第
３

部
で
は
「
ま
な
び
ゲ
ー
ト
の
シ
ス
テ

ム
概
要
と
活
用
法
」
に
つ
い
て
、
近

代
セ
ー
ル
ス
社
デ
ジ
タ
ル
事
業
推
進

室
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。
ま
な
び

ゲ
ー
ト
と
は
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
な
の

か
、
以
下
で
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
は
「
講
座
」
に
つ
い
て
。
こ

ち
ら
は
１
テ
ー
マ
あ
た
り
10
本
の
動

画
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
１
本
あ
た

り
の
視
聴
時
間
は
３
〜
５
分
。
空
い

た
時
間
に
気
軽
に
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
、
も
ち
ろ
ん
視
聴
す
る
順
番
に

も
制
限
は
な
い
。
マ
イ
ク
ロ
ラ
ー
ニ

ン
グ
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

　

動
画
は
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
つ
き
の
図

解
で
構
成
（
図
表
２
）。
講
師
が
話

す
形
で
進
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
講
師

の
説
明
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
。
音
声
が
出
せ
な

い
・
聞
け
な
い
よ
う
な
シ
ー
ン
で
も

学
べ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

受
講
し
た
動
画
の
内
容
を
き
ち
ん

と
理
解
で
き
た
か
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

よ
う
に
、
各
動
画
に
は
確
認
テ
ス
ト

も
つ
い
て
い
る
（
図
表
３
）。
加
え

て
、
１
テ
ー
マ
あ
た
り
10
本
あ
る
動

画
の
確
認
テ
ス
ト
に
す
べ
て
合
格
す

る
と
、
修
了
テ
ス
ト
が
受
験
可
能

▼

説
明
を
行
う
近
代
セ
ー
ル
ス
社
デ
ジ
タ
ル

事
業
推
進
室
・
相
蘇
翔
太
郎

第
３
部
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特別企画

ン
ツ
を
探
し
出
せ
る
よ
う
検
索
機
能

も
充
実
し
て
お
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は

も
ち
ろ
ん
、
テ
ー
マ
・
カ
テ
ゴ
リ

ー
・
タ
グ
と
い
っ
た
形
で
検
索
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
で
特
に
注
目
し
た

い
の
が
、
そ
の
ま
ま
使
え
る
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
・
展
開
話
法
に
関
す
る
コ

ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
例
え
ば
、
融
資
先
の
製
造
業

を
訪
れ
た
と
き
、
ど
ん
な
話
題
が
適

し
て
い
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
資
金

ニ
ー
ズ
を
喚
起
で
き
る
の
か
―
―
そ

の
会
話
例
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

が
あ
る
。
製
造
業
を
訪
問
す
る
直
前

に
ス
マ
ホ
で
見
て
お
け
ば
、
必
ず
役

に
立
つ
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、「
講

座
」
と
同
様
、「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
の

コ
ン
テ
ン
ツ
も
順
次
拡
大
。
今
年
度

中
に
50
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
追
加
す
る

な
ど
、
話
題
の
テ
ー
マ
も
動
画
を
作

成
す
る
。
２
０
２
０
年
度
中
に
は
７

講
座
（
動
画
70
本
）
を
追
加
す
る
計

画
だ
。営

業
現
場
で
の
話
法
等
が

充
実
し
た「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」

　

一
方
の
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
は
、
営

業
活
動
に
役
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
・
資

料
を
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
集
め
て

掲
載
し
た
も
の
（
図
表
４
）。
ス
マ

ホ
で
必
要
な
と
き
に
必
要
な
知
識
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
認
で
き
る
ツ
ー
ル
と

い
う
位
置
付
け
で
、
こ
ち
ら
も
マ
イ

ク
ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

踏
襲
し
て
い
る
。

　

現
在
、「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
に
は
38

カ
テ
ゴ
リ
ー
・
２
１
６
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
搭
載
。
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
・
資

料
か
ら
自
身
が
閲
覧
し
た
い
コ
ン
テ

予
定
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
動
画
を
中
心

と
す
る
「
講
座
」、
資
料
を

中
心
と
す
る
「
ラ
イ
ブ
ラ

リ
」
の
両
面
で
、
皆
さ
ん
の

営
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ま
な

び
ゲ
ー
ト
。
現
在
は
、
個
人

契
約
と
法
人
契
約
を
用
意
し

て
お
り
、
個
人
契
約
の
場

合
、「
講
座
」
は
１
動
画
あ

た
り
３
０
０
円
、
１
講
座
な

ら
３
０
０
０
円
（
税
別
。
以

下
同
じ
）
で
視
聴
で
き
る
。

　

一
方
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
は

月
額
５
０
０
円
で
、
す
べ
て

の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
見
放
題
と

図表１　まなびゲートの全体像

図表３　「講座」の確認テストの概要

図表２　まなびゲートの「講座」画面
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進
ん
で
い
な
い
な
。
受
講
を
促
す
メ

ー
ル
を
送
ろ
う
」
と
思
っ
た
ら
、
受

講
者
の
隣
に
あ
る
メ
ー
ル
送
信
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
、
そ
こ
に
「
受
講
は

進
ん
で
い
ま
す
か
？
」
と
い
っ
た
本

文
を
入
力
し
て
送
信
す
れ
ば
よ
い
。

　

メ
ー
ル
に
は
テ
ン
プ
レ
ー
ト
保
存

機
能
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
よ

く
使
う
文
言
は
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と
し

て
保
存
し
て
お
く
と
、
毎
回
、
本
文

を
入
力
す
る
手
間
を
省
け
る
。

　

ま
た
受
講
者
ご
と
に
メ
ー
ル
送
信

ボ
タ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

受
講
者
の
名
前
や
会
員
番
号
な
ど
も

自
動
的
に
入
力
さ
れ
た
う
え
で
、
本

文
も
表
示
さ
れ
る
。
多
く
の
受
講
者

を
管
理
す
る
担
当
者
の
手
間
を
減
ら

せ
る
よ
う
、
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
講
座
に
つ
い
て

は
、
自
行
庫
に
お
け
る
「
修
了
率

（
受
講
者
の
う
ち
何
人
が
修
了
テ
ス

ト
に
合
格
し
た
の
か
）」「
修
了
テ
ス

ト
の
得
点
率
」
と
い
っ
た
デ
ー
タ
も

表
示
可
能
。
こ
こ
で
は
「
他
行
平
均

得
点
率
」
と
い
う
表
示
も
用
意
さ
れ

て
お
り
、
他
の
金
融
機
関
の
平
均
得

点
も
分
か
る
。
自
行
庫
は
他
の
金
融

機
関
と
比
べ
て
ど
の
分
野
が
優
れ
て

い
る
の
か
・
劣
っ
て
い
る
の
か
が
分

か
り
、
集
合
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
決
め
て
い
く
と
き
な
ど
に
参
考
に

な
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
法
人
契
約
の
場
合
、「
ラ

イ
ブ
ラ
リ
」
は
見
放
題
と
な
る
。
講

座
の
管
理
画
面
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
閲
覧

無
料
は
法
人
契
約
な
ら
で
は
の
特

典
。
自
己
学
習
の
進
捗
を
「
見
え
る

化
」
で
き
る
ま
な
び
ゲ
ー
ト
の
管
理

画
面
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
、
受
講
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

利
用
金
融
機
関
に
合
わ
せ
た

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
も
想
定

　

以
上
、
金
融
機
関
向
け
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
シ
ス
テ
ム
『
ま
な
び
ゲ
ー

ト
』
の
特
徴
を
見
て
き
た
が
、
最
後

に
「
ま
な
び
ゲ
ー
ト
の
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
」
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
た
い
。

　

ま
な
び
ゲ
ー
ト
に
は
「
講
座
」

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
両
面
で
注
目
さ
れ

な
る
。
お
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
決
済
の
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
決
済

に
も
対
応
し
て
お
り
、
大
手
３
社
の

携
帯
電
話
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

通
信
料
金
と
一
緒
に
お
支
払
い
い
た

だ
け
る
。

法
人
契
約
で
利
用
し
た
場
合

専
用
の
管
理
画
面
が
活
用
可

　

法
人
契
約
の
場
合
、
料
金
は
受
講

者
の
数
等
を
踏
ま
え
て
応
相
談
と

な
る
が
、
人
事
研
修
担
当
者
の
方

に
ぜ
ひ
注
目
し
て
い
た
だ
き
た

い
、
個
人
契
約
に
は
な
い
メ
リ
ッ

ト
を
１
つ
ご
紹
介
し
た
い
。
ま
な

び
ゲ
ー
ト
の
法
人
契
約
専
用
「
管

理
画
面
」
で
あ
る
（
図
表
５
）。

　

こ
れ
は
、「
自
行
庫
の
だ
れ

が
」「
ま
な
び
ゲ
ー
ト
の
ど
の
講

座
を
」「
い
つ
受
講
し
た
の
か
」

が
ま
と
め
ら
れ
た
画
面
。
自
行
庫

の
各
受
講
者
は
ど
の
講
座
を
選
択

し
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
視
聴
を
進

め
て
い
る
の
か
、
管
理
画
面
を
開

け
ば
即
座
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。

　

管
理
画
面
か
ら
は
受
講
者
に
向
け

て
フ
ォ
ロ
ー
メ
ー
ル
を
〝
簡
単
に
〞

送
信
で
き
る
点
も
特
徴
。
管
理
画
面

の
各
受
講
者
名
の
横
に
は
メ
ー
ル
送

信
ボ
タ
ン
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
入
力
不
要
で
、
研
修
担
当
者
は

受
講
者
に
メ
ー
ル
を
送
れ
る
。

　

例
え
ば
、
本
部
の
研
修
担
当
者
が

「
こ
の
人
は
あ
ま
り
講
座
の
受
講
が

図表４　ライブラリの概要

63 2019年11月15日号







特別企画

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
数
ご
用
意
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
金
融
機
関

の
中
に
は
「
当
行
で
は
こ
ん
な
動
画

に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
見
せ
た
い
」「
当

金
庫
の
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ス
マ
ホ

で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

い
っ
た
要
望
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
金
融
機
関
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
動
画
作
成
を
近
代
セ
ー
ル
ス
社
が

請
け
負
っ
て
ま
な
び
ゲ
ー
ト
に
搭
載

し
た
り
、
自
行
庫
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

マ
イ
ク
ロ
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
「
ラ

イ
ブ
ラ
リ
」
に
掲
載
し
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
る
（
も
ち
ろ
ん
閲
覧
で
き

る
の
も
そ
の
金
融
機
関
に
限
ら
れ

る
）。
各
金
融
機
関
の
教
育
体
系
に

合
わ
せ
た
ま
な
び
ゲ
ー
ト
を
つ
く
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
、
興
味
が
あ
れ

ば
お
問
合
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

金
融
機
関
を
対
象
と
し
た
マ
イ
ク

ロ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
は
業
界
初
と

な
る
『
ま
な
び
ゲ
ー
ト
』
は
、
金
融

の
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
を
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
と
な
る
。

 

●

図表５　法人契約専用「管理画面」と特徴

⬇詳細をクリックすると下記の画面へ

・各受講生の受講状況が確認できる
→「だれが」「いつ」「どの講座を」受講したかがわかる
→AD2000形式で出力も可能

・受講フォローのメールが送信できる
→受講用ID・PASSの配布
→進捗が遅れている人にメールで受講を促す
→よく使う文面はテンプレートにできる


